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１ 教育理念・目標                                

 

  ●学校関係者による評価 

   ・特になし 

 

２ 学校運営                                   

  

 ●学校関係者による評価 

   ・特になし 

 

３ 教育活動                                   

 

  ●学校関係者による評価 

   ・付帯教育事業に対する取り組みについての自己評価が最低点であるが、至急 

    改善策を講ずることを望む。 

  

４ 学修成果                                   

 

  ●学校関係者による評価 

   ・特になし 

 

５ 学生生活支援                                 

 

  ●学校関係者による評価 

   ・特になし 

 

６ 教育環境 

  

 ●学校関係者による評価 

 ・特になし 

 

７ 学生の受け入れ                                                    

  

 ●学校関係者による評価 

   ・静岡県東部地区の高校生は、関東圏に目を向けている。 

・経済的な問題を抱えている生徒も多い。 



・親の立場では、子供の進学先として、まず地元を考える。 

・卒業生が頑張っている実績がある学校を選ぶ。 

・奨学金制度の充実も重要な要素である。 

・ファイナンシャルプランナーによる学生支援機構奨学金制度の説明会を実施 

する必要がある。 

・住宅供給会社と学校との提携を考えるのも必要ではないか。 

・留学生の受け入れは、日本人とのバランスを考えること。 

   ・各種奨学金を利用するより、ホテル委託奨学生制度の利用促進を図る募集活動 

をした方がよい。職業人スタートからの奨学金返済はかなりの重荷になる。 

〇以上の事柄を考え併せて、学校独自の学生募集体制を整えること。 

 

                                         

８ 財務                                     

 

  ●学校関係者による評価 

  ・特になし 

 

                                         

９  法令等の遵守                                

 

   ●学校関係者による評価 

    ・特になし 

 

                                         

１０  自己点検・自己評価・第三者評価                                

 

   ●学校関係者による評価 

    ・第三者評価に対する取り組みについての自己評価が最低点であるが、至急 

    改善策を講ずることを望む。 

 

 


